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頁 訂正箇所 誤 正 

104 上から 1 行

目～4 行目 
 肩甲骨の挙上は僧帽筋上部線維，肩

甲挙筋，小菱形筋，大菱形筋が行う。

僧帽筋上部線維は鎖骨を挙上し，肩甲

骨の挙上も肩鎖関節を介して鎖骨を挙

上する。肩甲骨の下制は小胸筋，僧帽

筋下部線維が行い，広背筋と大胸筋腹

部線維は肩甲上腕関節を介して，小胸

筋は肩鎖関節を介して肩甲骨を下制す

る。 

 肩甲骨の挙上は僧帽筋上部線維，肩

甲挙筋，小菱形筋，大菱形筋が行う。

僧帽筋上部線維は鎖骨を挙上し，肩鎖

関節を介して肩甲骨を挙上する。肩甲

骨の下制は僧帽筋下部線維，広背筋，

大胸筋腹部線維，鎖骨下筋が行う。広

背筋と大胸筋腹部線維は肩甲上腕関節

を介して，鎖骨下筋は肩鎖関節を介し

て肩甲骨を下制する。 
 また，小胸筋は単独では肩甲骨の挙

上であるが，僧帽筋下部線維と協働し

て肩甲骨の下制に働く。 

 
以上 


